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の
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い
な
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を
流
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HAPPY BIRTHDAY

12月31日現在

人口総数 1,321人 （－6人）

　 男 631人 （－3人）

　 女 690人 （－3人）

世 帯 数 774世帯 （－4世帯）

12月中の異動

転　入　2人　　転　出　6人

出　生　0人　　死　亡　2人

川
上
宣
言
は
全
部
で
５
つ
の
項
目
に
な
り
ま
す
。

毎
号
１
項
目
ず
つ
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

（

）

令和３年
　成 人 式

４

 こばやし　 さ　や

小林 咲陽ちゃん（白　屋）
〈平成29年１月10日〉

１

   や ま だ　しょうた

山田 将大くん（白川渡）
〈令和２年１月５日〉

３

 い け だ　 さ　ら

池田 早来ちゃん（東　川）
〈平成30年１月24日〉

１

   ど う ど　  ゆ　に

堂土 結人くん（東　川）
〈令和２年１月16日〉

ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ

　
高
さ
約
３ｍ
に
な
る
シ
ソ
科
の
低

木
。北
海
道
〜
琉
球
、朝
鮮
、台
湾
に

分
布
す
る
。川
上
村
で
も
林
縁
な
ど

で
見
ら
れ
る
。葉
は
対
生
で
６
〜
13㎝

程
で
、先
は
細
長
く
尖
り
、表
面
は
無

毛
。よ
く
似
た
ヤ
ブ
ム
ラ
サ
キ
は
有
毛

で
触
る
と
ふ
わ
ふ
わ
し
た
感
じ
が
す

る
の
で
区
別
し
や
す
い
。６
〜
８
月
に

淡
紅
紫
色
の
花
を
咲
か
せ
る
。秋
に

紫
色
の
実
を
付
け
る
の
で
観
賞
用
に

栽
培
さ
れ
る
。名
前
は
そ
の
美
し
い

果
実
を
、平
安
時
代
の
才
媛
、紫
式

部
に
な
ぞ
ら
え
た
と
い
う
。

ム
ラ
サ
キ
シ
キ
ブ

（
紫
式
部
）

20
万
円

　阪
口

　和
久

　様
（
大

　滝
）

亡
き
父
の
供
養
と
し
て

　川
上
村
で
は
「
か
わ
か
み
応
援
寄
付
金
」

と
称
し
て
寄
付
を
募
っ
て
い
ま
す
。

　左
記
の
方
よ
り
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

藤
井

　弘
一

　様

　（
奈
良
県
）

藤
井

　弘
史

　様

　（
奈
良
県
）

藤
井

　由
里

　様

　（
奈
良
県
）

伊
藤

　恭
子

　様

　（
神
奈
川
県
）

横
浜

　洋
子

　様

　（
東
京
都
）

梅
澤

　章
夫

　様

　（
奈
良
県
）

か
わ
か
み
応
援
寄
附
金

か
わ
か
み
応
援
寄
附
金

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
ご
寄
付

　式典にて「誓いの言葉」を読み上げる新
成人代表の上村和之さん（写真右手前）。
　コロナ禍の逆境にも負けず、力強く生きて
いくという決意が感じられました。

優しくてしっかり者の
さやちゃん。

たまには肩の力を
抜いて気楽にね!

いつもたくさん
笑ってくれてありがとう!

これからもその笑顔で
たくさんの人を幸せにしてね

3歳の誕生日おめでとう☆
これからもいっぱい

一緒に遊ぼうね!

あれ、モ～ウ新年!?
水神 山神 川上!

今年もよろしくぅ!



謹
ん
で
新
春
の
お
よ
ろ
こ
び
を
申
し
上
げ
ま
す

川
上
村
長

　
栗
　
山
　
忠
　
昭

　
年
頭
に
あ
た
り
、村
民
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
、皆
さ
ま
に
と
っ
て
、実
り
多
い
１
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
世
界
を
大
混
乱
に
陥
れ
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
未
曾
有
の
困
難
と
も
い
え
る
非
常
事
態
を
引
き
起
こ
し
、人
の
つ
な
が
り
や
触
れ

合
い
を
奪
い
、人
の
心
も
経
済
も
疲
弊
さ
せ
、未
だ
収
束
の
き
ざ
し
を
見
せ
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
の
ウ
イ
ル
ス
が「
人
類
へ
の
警
鐘
」で
あ
る
な
ら
、ま
さ
し
く「
英
知
の
結
集
」が
不
可

欠
で
す
。私
た
ち
自
身
も「
自
分
が
す
べ
き
こ
と（
出
来
る
こ
と
）を
精
一
杯
や
る
！
」と
い

う
強
い
思
い
を
も
っ
て
、こ
の
苦
難
を
乗
り
切
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
し
て〝
万
が一
〞の
時
は
、「
み
ん
な
で
支
え
合
い
、助
け
合
う
川
上
村
」で
あ
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
な
か
、地
方（
過
疎
地
）は
、重
大
な
極
面・正
念
場
を
迎
え
て
い
ま
す
。昭
和

45
年
に
、人
口
減
少
の
著
し
い
地
域
の
振
興
を
め
ざ
し
て
制
定
さ
れ
た「
過
疎
地
域
対
策

緊
急
措
置
法
」が
、今
年
の
３
月
に
期
限
切
れ
と
な
り
ま
す
。

こ
の
法
律
は
議
員
立
法
に
よ
る
時
限
法
で
、今
日
ま
で
そ
の
期
限
を
迎
え
る
ご
と
に
廃
止

や
継
続
等
の
激
し
い
議
論
が
な
さ
れ
、そ
の
都
度
改
正
さ
れ
続
け
ら
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

　
現
在
の
法
律
は「
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
」と
よ
ば
れ
、平
成
12
年
に
改
正

そ
の
後
延
長
さ
れ
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
お
お
よ
そ
の
見
立
て
で
は
、政
府・与
党
間
で「
お
お
む
ね
継
続
の
方
向
で
新
法
に
よ
り

実
施
」と
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。し
か
し
最
終
決
定
は
次
の「
通
常
国
会
」で
行
わ
れ

る
も
の
で
あ
り
、予
断
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
た
だ
今
回
の「
廃
止
か
継
続
か
」の
議
論
で
、「
過
疎
地
域
は
少
な
い
人
口
で
広
大
な
空

間
を
活
用
す
る
、い
わ
ば
先
進
的
な
少
数
社
会（
多
自
然
型
低
密
度
居
住
地
域
）と
し
て
、

国
土
や
地
域
の
価
値
を
発
展
さ
せ
て
い
く
役
割
を
担
っ
て
い
る
」や「
都
市
へ
の
過
度
な
集

中
は
大
規
模
災
害
や
感
染
症
発
生
の
リ
ス
ク
を
伴
う
都
市
と
は
別
の
価
値
を
も
つ
低
密

度
な
居
住
空
間
が
し
っ
か
り
と
存
在
す
る
こ
と
が
国
の
底
力
と
な
る
」（
宮
口
侗
廸
早
稲

田
大
学
名
誉
教
授
の
発
言
）等
々
の
主
張
が
大
き
な
役
割
を
果
た
さ
れ
た
と
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、時
を
同
じ
く
全
国
町
村
会
の「
コ
ロ
ナ
下・コ
ロ
ナ
後
の
社
会
を
見
据
え
て
町
村

か
ら
日
本
再
生
の
提
言
」で
も
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
顕
在
化
し
た「
東
京
一
極
集
中
」の
弊

害
や
リ
ス
ク
、人
口
減
少
社
会
や
激
じ
ん
化
す
る
自
然
災
害
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を

克
服
す
る
こ
と
に
よ
る「
地
方
の
発
展
、振
興
」が
、こ
れ
か
ら
の
国
づ
く
り
に
極
め
て
重
要

で
あ
る
こ
と
が
強
く
主
張
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
大
事
な
年
に
な
る
で
し
ょ
う
。人
口
や
経
済
の
大
き
さ
だ
け
で
は
な
い「
東
京
の
対
局
に

あ
る
価
値
」を
皆
さ
ま
と
と
も
に
み
が
き
、「
水
源
地
の
村
づ
く
り
の
完
結
」に
向
け
て
精

いっ
ぱ
い
発
信
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
も
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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第
５
回 

川
上
村
議
会
定
例
会
を
開
催
！

一
般
・
特
別
会
計
予
算
補
正
な
ど
12
議
案
が
承
認
、
可
決
さ
れ
る

◎�

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

◆�

村
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

◆�

特
別
職
の
職
員
等
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

　
い
ず
れ
も
人
事
院
勧
告
に
よ
る
11
月

の
閣
議
決
定
に
伴
い
、
期
末
手
当
の
支

給
率
引
き
下
げ
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

◎�

村
議
会
議
員
及
び
村
長
の
選
挙
に
お

け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す

る
条
例
の
制
定

　

公
職
選
挙
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

選
挙
公
営
の
拡
大
や
ビ
ラ
頒は

ん
ぷ布
の
解

禁
、
供
託
金
制
度
の
導
入
が
な
さ
れ
る

も
の
で
す
。

◎�

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
施
設
設
置
条

例
の
制
定

　

地
域
の
子
育
て
支
援
機
能
の
拡
充
な

ど
を
目
的
と
し
て
、「
や
ま
ぶ
き
保
育

園
」
を
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
に
指
定

す
る
も
の
で
す
。

　

令
和
２
年
第
５
回
川
上
村
議
会
定
例
会
が
12
月
７
日
～
14
日
に
開
会
さ
れ
ま
し

た
。
令
和
２
年
度
一
般
・
特
別
会
計
予
算
補
正
な
ど
12
議
案
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の

後
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
塩
谷
章
次
議
員
、
辻
晋
司
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

◎�

課
設
置
条
例
の
一
部
改
正

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
効
率
よ
く
充

実
さ
せ
る
た
め
、
役
場
の
機
構
改
革
を

行
い
、
４
月
か
ら
新
し
い
組
織
編
成
で

村
政
を
行
う
た
め
の
も
の
で
す
。
編
成

に
つ
い
て
は
、
今
後
紙
面
に
て
詳
し
く

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎�

職
員
の
分
限
に
関
す
る
手
続
き
及
び

効
果
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

人
事
評
価
制
度
の
導
入
に
伴
い
、
当

制
度
が
職
員
の
人
事
管
理
の
基
礎
と
な

る
よ
う
条
例
を
整
理
す
る
も
の
で
す
。

◎�

令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算
補
正

　

８
，
６
１
８
万
９
千
円
を
減

額
し
、
予
算
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ

35
億
３
３
６
万
９
千
円
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関

係
す
る
利
便
性
向
上
や
効
率
化
を
目
的

と
し
た
戸
籍
・
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ

ム
の
改
修
費
（
国
庫
補
助
）
に
よ
る
増

額
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
に
伴
い
中
止
・
縮
小
し
た
各
種
事
業

の
事
業
費
減
額
が
主
な
内
容
で
す
。

◎�

令
和
２
年
度
村
営
林
野
事
業
特
別
会

計
予
算
補
正

　

予
算
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
既
定
の
６
，

２
２
３
万
８
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
村

有
林
の
立
木
売
り
払
い
収
入
が
、
立
木

の
需
要
不
足
に
よ
る
単
価
下
落
に
よ
っ

て
減
額
し
た
た
め
、
基
金
繰
入
金
で
財

源
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◎�

令
和
２
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
予
算
補
正

《
事
業
勘
定
》

　

２
１
８
万
５
千
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
２
億
３
，

９
１
８
万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
高
額
医
療
費
の
個
人
負
担
限
度
額

を
超
え
た
被
保
険
者
が
増
加
し
た
こ
と

が
主
な
内
容
で
す
。

《
直
営
診
療
施
設
勘
定
》

　
70
万
４
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額

は
そ
れ
ぞ
れ
１
億
７
２
２
万
１
千
円
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
検
査
実
施
に
伴
う
各

種
費
用
の
増
額
が
主
な
内
容
で
す
。

◎�
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
補
正

　

２
９
５
万
８
千
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
３
億
２
，

９
８
２
万
３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
介
護
適
用
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
増

加
に
よ
る
増
額
が
主
な
内
容
で
す
。

◎�

令
和
２
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
予
算
補
正

　

99
万
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
は
そ

れ
ぞ
れ
３
，
８
１
０
万
５
千
円
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
住
民
税
の
税
制
改
正

に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
費
用
の
増
額
が

主
な
内
容
で
す
。

◎�

奈
良
県
広
域
消
防
組
合
規
約
の
一
部

変
更

　
組
合
の
意
思
決
定
体
制
の
明
確
化
と

広
域
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
す
た
め
の

経
費
負
担
方
法
を
刷
新
す
る
た
め
の
規

約
変
更
に
伴
い
、
議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の
で
す
。

◎�

川
上
中
学
校
改
修
工
事
請
負
契
約
の

締
結

　
義
務
教
育
学
校
建
設
に
伴
い
、
仮
校

舎
等
に
か
か
る
中
学
校
の
改
修
工
事
を

行
う
た
め
、
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す

る
に
あ
た
り
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
で
す
。

契
約
の
方
法　
一
般
競
争
入
札
契
約

契
約
の
金
額　
９
８
，
７
８
０
，
０
０
０
円

契
約
の
相
手
方　

�

藤
裏
工
務
店
・
幸
成
建

設
特
定
建
設
工
事
共
同

企
業
体

◎
一
般
質
問

塩
谷
章
次
議
員

・�

福
祉
対
策
と
働
く
場
の
確
保
に
つ
い
て

辻
晋
司
議
員

・
移
住
定
住
施
策
に
つ
い
て
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に��決�定�！！決�定�！！に��決�定�！！
事業協同組合「かわかみワーク」で働き手を
雇用し、繁忙期や最繁時など事業者のニーズ
に応じて人材を派遣します。「働きたい人」
と「働いてほしい事業所」とをマッチングす
ることで、村内の働く場を掘り起こし、移住・
定住施策や関係団体と協力して、キラリと光
る魅力ある川上村を発信していきます。

事業概要
行政からの支援があり、人材確保や人件費負
担という雇用への課題が少なくなります。
働く側はさまざまな職種を組み合わせて働け
るので、多様な仕事にチャレンジでき、自分
に合った職を探すことができます。
「いきなり雇用・いきなり就職」という双方
のハードルを下げるお手伝いをします。

事業のメリット

かわかみワークかわかみワークかわかみワーク
事業協同組合

今後のスケジュール
１月 ２月 ３月 ４月 ５月

設立総会 事業開始

派遣職員募集

組合員募集
働きたい人

働いてほしい事業所
詳しくは来月号の
詳しくは来月号の

広報を CHECK!
広報を CHECK!

1/21

労働力獲得だけが目的ではなく、最終的に直接雇用や企業・継業につなげることで、

産業活性化�や�担い手確保�をめざします！

介護業 観光業 製造業 林　業

飲食業 宿泊業
雇用の創出 伝統の継承

起業・継業

川 上 村 の川 上 村 の
「新しい働き方」「新しい働き方」

川 上 村 の川 上 村 の
「新しい働き方」「新しい働き方」

複数の仕事を組み合わせ、安定的な雇用環境と、一定の所得水準を確保した職場を作ります！

特定地域づくり事業

＼名称が…／
＼名称が…／

奈良県　  ‼初
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令令

年
明
け
に
ふ
さ
わ
し
い
晴
天
の
も

と
、
１
月
３
日
（
日
）
に
ホ
テ

ル
杉
の
湯
に
て
令
和
３
年
川
上
村
成
人

式
が
執
り
行
わ
れ
、
村
で
生
ま
れ
育
っ

た
４
人
の
新
成
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
栗
山
村
長
の
式
辞
、
東
谷

議
長
の
祝
辞
の
後
、
新
成
人
を
代
表
し

て
上
村
和
之
さ
ん
（
井
戸
）
が
「
誓
い

の
言
葉
」
を
述
べ
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で

育
て
て
く
れ
た
家
族
や
学
校
の
先
生
、

お
世
話
に
な
っ
た
村
民
の
皆
さ
ん
へ
の

感
謝
を
忘
れ
ず
に
、
厳
し
い
社
会
状
況

の
な
か
で
も
力
強
く
生
き
、
社
会
に
貢

献
で
き
る
大
人
に
な
る
と
い
う
心
新
た

な
決
意
を
、
立
派
に
、
堂
々
と
宣
言
し

ま
し
た
。

　
例
年
で
あ
れ
ば
式
典
後
に
祝
賀
会
が

催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め

に
会
食
は
行
わ
ず
、
近
況
報
告
な
ど
を

行
う
懇
親
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
村
長

や
議
長
、
教
育
長
、
教
育
委
員
の
皆
さ

ん
、
小
中
学
校
時
代
の
恩
師
で
あ
る
福

本
彰
先
生
や
奥
村
一
樹
先
生
が
参
加

し
、思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
活
躍
の
場
は
違
え
ど
、
と

も
に
こ
の
水
源
地
の
村
に
ル
ー
ツ
を
持

つ
仲
間
と
し
て
互
い
に
支
え
合
い
、
川

上
村
で
生
ま
れ
育
っ
た
誇
り
を
忘
れ
ず

に
、
広
い
社
会
に
大
き
く
羽
ば
た
い
て

い
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。

森
もりぐち

口　拓
た く や

哉さん 坂
さかもと

本　茅
か や と

杜さん

丸
ま る い

井　涼
りょうすけ

介さん 上
うえむら

村　和
かずゆき

之さん

村長の式辞を真剣な表情で聞く新成人たち

恩師の先生方からお祝いの言葉をいただきました

新新成人の成人の
皆 さ ん皆 さ ん
新成人の新成人の
皆 さ ん皆 さ ん
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やや園
児
た
ち
の
成
長
を
披
露
す
る「
や

ま
ぶ
き
保
育
園
生
活
発
表
会
」

が
、
12
月
11
日
（
金
）
に
や
ま
ぶ
き

ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
例
年
は

保
育
園
の
遊
戯
室
で
実
施
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
た
め
場
所
を
変
え
て
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
広
い
ホ
ー
ル
で
の
発
表
に
園
児
た
ち

は
戸
惑
う
の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
大
き
な
声
で
堂
々
と
発
表

し
、
練
習
の
成
果
を
大
い
に
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
園
児
た
ち
の
か
わ
い
い
姿

に
、
来
場
者
に
は
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
当
日
の
様
子
は
か
わ
か
み
テ
レ
ビ
に

て
午
後
７
時
14
分
か
ら
放
送
中
で
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

川
上
小
学
校
の
「
か
み
せ
タ
イ
ム

学
習
発
表
会
」
が
、
12
月
５
日

（
土
）
に
や
ま
ぶ
き
ホ
ー
ル
に
て
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
入
場
者
の

人
数
制
限
を
行
い
、
保
護
者
や
関
係
者

の
み
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
で
学
ん
だ
こ
と
を
中
心
に
内
容
を

ま
と
め
、
発
表
内
容
や
話
し
方
な
ど
に

工
夫
を
凝
ら
し
て
発
表
し
、
来
場
者
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
当
日
の
様
子
は
か
わ
か
み
テ
レ
ビ
に

て
午
後
７
時
か
ら
放
送
中
で
す
。
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

かか
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かわかみらいふ通信かわかみらいふ通信かわかみらいふ通信

　昨年は新型コロナウイルスの影響をうけるなかで、多くの方々にたくさんのご支
援、ご協力をいただき、厚くお礼申し上げます。
　本年も「かわかみらいふ」スタッフ一同で力を合わせて、村民の皆さまにご満足
いただけるよう努めていきますので、変わらずご愛顧いただきますようよろしくお
願いします。

かわかみらいふの年賀はがきで灯油配達料が無料に！

かわかみらいふの年賀はがきをご提示いただくと灯油配
達料が無料になります。

新年明けまして新年明けまして
おめでとうございますおめでとうございます
新年明けまして
おめでとうございます

さ・ら・に
ご利用いただくと次回使える配達無料券をプレゼント！
この機会にぜひかわかみSSをご利用ください。

【配達日】

月月 火火 曜日 … 武木�～�入之波�の方
水水 木木 曜日 … 東川�～�井戸�の方

【灯油のご注文はコチラ】

かわかみ SS　℡�５２－０７１５

＼お知らせ／
＼お知らせ／
＼お知らせ／
＼お知らせ／
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  図 書 館 カ レ ン ダ ー
● 色の日が休館日 ●

２
月

１
月

著者は全国各地の神社仏閣をひと
り旅して巡り、YouTubeで公開して
いる参拝の動画の数々は大変人気
を博しています。その動画の中から
選りすぐりの〝最強〟神社をまとめ
ているのが本書で、丹生川上神社
上社が「最強金運」として紹介され
ています。鳥居をくぐり、参道を歩
き参拝するまでを写真で追体験す
ることができ、遠隔参拝の仕方も
解説されています。手元に置いてお
くだけでもお守りになりそうな一冊
です。

（KADOKAWA）

「神さまに願いを届ける遠隔参拝」
パワースポット一人旅

お正月にまつわる本、あれこれお正月にまつわる本、あれこれお正月にまつわる本、あれこれお正月にまつわる本、あれこれ
年始を過ごすおうち時間、本でお正月気分を味わってみる
のはいかがでしょうか。皆さんにとって楽しく健康で過ご
せる１年となりますように！

日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28

２月12日（金）～２月28日（日）は、
蔵書点検のため休館いたします。
【問い合わせ先】

村立図書館　℡�５２－０１４４

蔵書点検に伴う休館について
お知らせ

神社のどうぶつ図鑑
茂木�貞純 /監修（二見書房）

狛犬やキツネをはじめ、神の使いと
して祀られている動物や霊獣たち。
彼らを通して神社の由緒、地域の自
然や生活史にいたるまで楽しく知る
ことができます。神社へ参拝の際は
境内の像や装飾にも要注目です。

絵馬に願いを
岩井�宏實（二玄社）

初詣の際にその年の願いを絵馬にし
たため奉納する方も多いのではない
でしょうか。本書では絵馬に焦点を
当て、絵柄や願い事別に解説してい
ます。ひとくちに絵馬といっても実
に多種多様で、普段目にしないよう
なユニークな絵柄もあり興味深い一
冊です。

十二支のお節料理
川端　誠（BL出版）

「おせち料理をつくるため�年
神さまは十二の動物をえらび�
それぞれじゅんばんにかかり
をきめました�これが十二支
です」。十二支たちがお正月
の準備をする様子は賑やかで
とても楽しげ、そして静かに
新たな年を迎える場面では
清々しい気持ちになります。
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森と水の源流館だより
TEL�52-0888　FAX�52-0388（水曜休館）

January, 2021　vol.218

川上村の名所・旧跡　其の五十七
　「井光神社（井光）」…井光神社は、神

じ ん む

武天皇が出会ったという「井
い ひ か

氷鹿」
を祭神とした神社で、井光集落の中に建っています。戦前は「官

かんぺい

幣大社」
の丹生川上神社上社に次ぐ格式である「県社」とされていて、祭りの時に
は県からお供えが届けられていました。
※村内の名所・旧跡を簡単に紹介します。エコツアーなどに活用できるように
情報を充実させたいと思います。

1 2
月
の
水
源
地
の
森

　

12
月
19
日
に
、
奈
良
教
育
大
学
の
地
域
生
態
論
（
河
本
大
地
准
教
授
開
講
）
の

実
習
で
学
生
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
「
吉
野
川
源
流
ー
水
源
地
の
森
」
を
訪
ね
ま
し

た
。
12
月
は
、
落
葉
広
葉
樹
が
す
っ
か
り
葉
を
落
と
し
、
明
る
い
森
で
し
た
。

　
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
大
変
な
年
で
し
た
。
冬
に

な
っ
て
第
３
波
到
来
と
言
わ
れ
、
暗
い

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
冬
は
寒
さ
が
厳

し
い
で
す
が
、
と
て
も
明
る
い
森
に
な

り
ま
す
。
明
る
い
森
は
気
持
ち
を
明
る

く
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
光
は
、
春

に
な
る
と
真
っ
先
に
咲
く
足
元
の
小
さ

な
花
々
か
ら
、
少
し
ず
つ
森
に
緑
を
復

活
さ
せ
ま
す
。
や
が
て
元
ど
お
り
の
に

ぎ
や
か
な
森
に
変
え
て
く
れ
ま
す
。
寒

さ
は
こ
た
え
ま
す
が
、
森
に
差
し
込
む

暖
か
な
光
の
よ
う
に
、
や
が
て
コ
ロ
ナ

禍
に
も
光
が
差
し
込
む
の
で
し
ょ
う
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
制
限
が
出
て
き
た
一
方

で
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
と
い

う
新
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル
の

中
で
楽
し
む
こ
と
も
提
唱
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
19
～
20
日
に
実
施
し
た
奈

良
教
育
大
学
の
実
習
で
も
、

対
面
授
業
が
い
ま
だ
普
通
に

行
え
な
い
状
況
で
、
ど
の
よ

う
に
す
れ
ば
実
施
で
き
る
か

を
先
生
と
一
緒
に
悩
み
、
考

え
ま
し
た
。
案
内
方
法
も
工
夫
し
ま
し

た
。
毎
年
行
っ
て
い
た
上
谷
集
落
の
清

掃
活
動
や
交
流
も
、
今
年
は
で
き
な
い

か
と
悩
み
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
住
民
の
方
に
は
一
切
会

わ
な
い
・
近
づ
か
な
い
形
で
、
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。会
え
な
い
分
、

事
前
に
山
村
の
暮
ら
し
や
限
界
集
落
の

問
題
を
学
習
し
て
い
た
だ
い
た
そ
う
で

す
。
会
わ
な
い
と
は
言
い
ま
し
た
が
、

遠
く
か
ら
手
を
振
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
清
掃
活
動
の
意
義
も
、
学
生
の
皆

さ
ん
は
し
っ
か
り
と
学
ん
で
い
き
ま
し

た
。
私
た
ち
も
、
無
事
に
実
施
で
き
た

こ
と
や
学
生
た
ち
の
感
想
に
大
き
な
学

び
を
実
感
で
き
た
こ
と
を
、
開
催
に
向

け
て
試
行
錯
誤
し
た
分
、
い
つ
も
よ
り

う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

12 月の水源地の森

落葉広葉樹はすっかり葉を落とし、
明るい森になりました

集落の生活道を清掃する学生たち
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―
地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
記
―

か
わ
か
も
ん
が
ゆ
く
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。協
力
隊
１
年
目
の
向
川
で
す
。

協
力
隊
の
活
動
を
始
め
て
半
年
が
経
ち

ま
し
た
。今
回
は
こ
れ
ま
で
の
活
動
と
、

こ
れ
か
ら
の
展
望
を
少
し
お
話
し
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
ず
は
、移
住
促
進
の
活
動
と
し
て
、

空
き
家
の
調
査
・
図
面
作
成
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
意
図
は
、
空
き
家
の
図
面

デ
ー
タ
を
作
成
し
、
遠
方
の
移
住
検
討

者
へ
、
空
き
家
情
報
を
届
け
ら
れ
る
よ

う
に
す
る
事
で
す
。
そ
し
て
、
川
上
村

へ
の
移
住
関
心
度
を
増
し
て
も
ら
う
事

が
狙
い
で
す
。
今
は
空
き
家
６
棟
の
図

面
を
作
成
し
た
と
こ
ろ
で
、
実
用
に
は

ま
だ
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
利
活

用
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　

次
に
木
材
利
用
促
進
を
目
的
と
し

て
、
木
育
に
つ
い
て
学
び
、
玩
具
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
り
、
山
と
街
の
つ
な
ぎ
方

を
テ
ー
マ
に
し
た
講
習
に
参
加
し
ま
し

た
。
以
前
は
、
興
味
関
心
が
あ
る
講
習

は
遠
方
で
開
催
さ
れ
る
事
が
多
く
、
参

加
を
断
念
す
る
こ
と
が
殆
ど
で
し
た

が
、
今
は
全
国
各
地
の
最
先
端
の
事
例

を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
学
べ
る
よ
う
に
社
会

が
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
変
化

を
活
用
し
学
び
を
深
め
、
村
で
の
活
動

に
活
か
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
建
築
設
計
活
動
と
し
て
、
空
き

物
件
の
活
用
企
画
提
案
な
ど
も
行
い
ま

し
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
活
動

は
机
上
止
ま
り
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

今
年
は
こ
れ
ら
を
実
現
さ
せ
る
活
動
を

し
て
い
き
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
個
人
事
業

と
し
て
「
未
木
設
計
舎　

一
級
建
築

士
事
務
所
」
を
開
業
し
ま
し
た
。「
未

来
へ
つ
な
ぐ
。
木
で
つ
な
ぐ
。」
と
い

う
想
い
を
こ
め
て
、
建
築
設
計
業
務
を

行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、ご
声
援
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。向

川　
智
己

「手作り工房 雄」さんにて
長男のおもちゃを探しに

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
昨
年
の
大
み
そ
か
か
ら
今
年

の
元
旦
に
か
け
て
寒
波
が
訪
れ
、
川
上

村
で
も
山
々
が
雪
化
粧
を
し
、
久
し
ぶ

り
に
風
情
あ
る
物
静
か
な
正
月
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ど
う
か
本
村

に
と
っ
て
穏
や
か
で
幸
多
い
１
年
で
あ

ら
ん
こ
と
を
、
心
か
ら
お
祈
り
し
て
い

ま
す
。

　
昨
年
は
、
毎
回
音
頭
を
取
ら
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
ホ
テ
ル
杉
の
湯
の
年
末

恒
例
行
事
「
千
本
餅
つ
き
」
も
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
中

止
と
な
り
、
地
域
の
お
祭
や
そ
の
他
の

行
事
・
イ
ベ
ン
ト
も
軒
並
み
中
止
と

な
っ
て
い
ま
す
。
人
の
命
に
か
か
わ
る

こ
と
な
の
で
、
当
然
の
措
置
だ
と
は
思

い
つ
つ
、
人
の
集
ま
り
が
全
く
な
く
な

る
こ
と
は
、
人
と
の
つ
な
が
り
が
強
い

川
上
村
で
は
特
に
で
す
が
、
や
は
り
寂

し
い
こ
と
で
す
。

　
さ
ら
に
は
最
近
ま
た
感
染
者
数
が
増

加
し
て
き
て
お
り
、
２
回
目
の
緊
急
事

態
宣
言
に
つ
い
て
の
議
論
が
な
さ
れ
て

い
る
な
ど
、
今
後
も
し
ば
ら
く
は
自
粛

生
活
は
続
く
で
あ
ろ
う
し
、
よ
り
一
層

の
対
策
と
、
留
意
が
必
要
と
な
っ
て
い

く
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
歴
史
を
紐
解
け
ば
、
コ
レ
ラ
や
ペ
ス

ト
な
ど
の
人
類
の
脅
威
と
な
っ
た
感
染

症
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
だ

け
身
近
に
、
我
々
の
生
活
に
影
響
を
お

よ
ぼ
し
た
の
は
初
め
て
で
す
。
60
年
以

上
に
も
な
る
広
報
か
わ
か
み
の
歴
史
と

照
ら
し
合
わ
せ
て
も
、
感
染
症
関
係
の

記
事
が
こ
れ
だ
け
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
年
は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
危
機
的
状
況
で
、
私
た

ち
は
ど
の
よ
う
に
暮
ら
し
て
い
く
べ
き

か
…
い
ろ
い
ろ
思
う
と
こ
ろ
は
あ
り
ま

す
が
、
ま
ず
は
必
要
以
上
に
悲
観
的
に

な
り
過
ぎ
ず
、
一
人
の
時
間
を
楽
し
む

な
ど
こ
の
状
況
下
で
の
楽
し
み
を
見
つ

け
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
閉
塞
感
の
あ

る
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、
他
人
へ
の
思
い

や
り
を
大
切
に
し
、
お
互
い
様
の
精
神

で
、
過
ご
し
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。

コ
ロ
ナ
後
に
は
再
び
皆
で
手
を
取
っ
て

笑
い
合
え
る
よ
う
、
今
で
き
る
こ
と
を

精
一
杯
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

結
び
に
、
広
報
編
集
委
員
会
で
は
、

今
年
も
５
名
の
ス
タ
ッ
フ
で
よ
り
一
層

の
充
実
し
た
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ま
の
よ
り
積

極
的
な
本
コ
ラ
ム
「
清
流
」
へ
の
ご
寄

稿
と
、
紙
面
へ
の
ご
助
言
・
情
報
提
供

を
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
広
報
か
わ
か
み
編
集
委
員
長松

本　
修
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簡簡 単！電子レンジレシピ単！電子レンジレシピ簡簡 単！電子レンジレシピ単！電子レンジレシピ

だより

【問い合わせ先】　特養　さくら苑　　℡�0746-32-8950
　　　　　　　　吉野広域行政組合　℡�0746-39-9245
※ 現在さくら苑では面会規制を行っております
　 面会希望の方は事前にご連絡ください

吉野川桜鮎を守る会の皆さんから、100�匹
の「桜鮎」を寄付していただきました。�

10月25日には、桜鮎を守る会の芳田博美代表
と利用者の方とともに、感謝を込めて贈呈式を
行いました。
　おいしく調理し�、利用者の皆さんに提供さ
せていただきます。�ありがとうございました。

吉野広域行政組合
からのお知らせ

さくら苑では、定期的に職員によるパン
作り教室を開催しています。

　今回は大人気のグラタンパンです。皆さん
積極的に参加され、わきあいあいと楽しい雰
囲気のなかでパン作りが行われました。ふっ
くらと焼き上がったパンをおいしそうに食べ
る皆さんの姿に、職員も笑顔になりました。

◀
芳
田
代
表（
後
列
右
）と
香
束
施
設
長（
後
列
左
）

※
撮
影
時
の
み
利
用
者
の
方
は
マ
ス
ク
を
外
し
て
い
ま
す

桜鮎贈呈式桜鮎贈呈式桜鮎贈呈式桜鮎贈呈式

パン作り教室パン作り教室パン作り教室パン作り教室

◀
お
い
し
そ
う
に
パ
ン
を
食
べ
る

　

利
用
者
の
皆
さ
ん

－豚肉ともやしのレンジ蒸し－

①もやしは洗ってザルにあげておく。
②耐熱皿に豚肉を入れマヨネーズをかけて混ぜる。※お肉がやわらかくなります。
　その上に①のもやしをのせて広げ、ふわっとラップをかける。
③�６００ｗの電子レンジで１分加熱し、一度取り出して全体を混ぜる。もう一度１分30秒～
２分程度、豚肉に火が通るまで電子レンジで加熱する。
④好みでポン酢やドレッシングをかけて食べる。
◆もやし以外にキャベツや白菜を細く切ってもできます。青菜やきのこを加えても良いです。

・豚肉小間切れ　８０ｇ
・緑豆もやし　１００ｇ（1/2袋）
・マヨネーズ　大さじ１/2　
・好みでポン酢やドレッシング

材　料

作り方

レシピ考案：管理栄養士伊藤宏子先生
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～樹と水と人の共生・川上村の情報～

か わ か み 満 足 ガ イ ド
森 と 水 の 源 流 館 

■ミニ展示「森が守る星空」
　森と水の源流館は、かわかみ源流ツーリズム
と共同でミニ展示「森が守る星空」を開催して
います。川上村は総面積の95％が森林である
ため、木々の呼吸により清浄な空気が生み出さ
れており、山々が都市部からの明かりをさえぎ
るため、星空の観察には最適な環境といえます。
　ミニ展示では川上村の美しい星空の写真、デ
ジタルカメラで撮影する際の簡単な設定方法、
流木などを活用した写真の楽しいの飾り方など
を紹介しています。
と　き　３月30日（火）まで（現在開催中）
ところ　森と水の源流館
費　用　入館料（一般400円/小中学生200円）
※ミュージアムトークも開催
　と　き　２月13日（土）��午後１時～２時
　定　員　30名
【問い合わせ先】

《森と水の源流館　℡５２－０８８８》

ふ る さ と 市 開 催 日
　現在冬期休業中です。
【問い合わせ先】

《地域振興課　℡５２－０１１１》

防災ステーション
■休館期間延長のお知らせ
　広報かわかみ12月号にて、学べる防災ステー
ションの休館期間を令和3年2月28日（日）ま
でと掲載しましたが、新型コロナウイルス感染
症拡大防止対策作業のため、休館期間が延長に
なります。
休館期間　令和３年３月10日（水）まで
【問い合わせ先】

《地域振興課　℡５２－０１１１》

し尿汲み取り料金改定 のお知らせ

　し尿汲み取り業務は、村が許可した事業者が
収集運搬を行っています。
　この度許可業者から、物価や人件費等の高騰
によるし尿汲み取り料金値上げの要望がありま
した。村は慎重に検討を行い、近隣町村とも協
議を重ねた結果、令和３年４月１日より新料金
を適用することになりました。なお、１月から
順次、対象世帯の皆さんに許可業者が周知を行
います。
　し尿処理業務の適正な実施のため、皆さんの
ご理解とご協力をよろしくお願いします。

改定料金（税込み）　
12円/ℓ（改定前：11.5円/ℓ）

※2,000ℓ汲み取りで1,000円値上がり
【問い合わせ先】水源地課　℡�５２－０１１１

国有林モニター募集 のお知らせ

目　　的
�国有林の事業運営等について、国民の皆さんの理
解を深めるとともに、ご意見やご要望をお聞きし
て国有林野行政に反映させるため
対　　象　
奈良県内にお住まいで、森林・林業及び国有林に
関心のある成人の方
※�ただし、国会及び地方議会の議員、地方公共団
体の長、常勤の国家公務員、平成30年度から
令和２年度まで３年間連続して国有林モニター
を務められた方は除く
任　　期　令和３年４月１日～令和４年３月31日
応募締切　２月１日（月）
※�募集の詳細は、近畿中国森林管理局ホームペー
ジをご覧ください

【問い合わせ先】
近畿中国森林管理局　企画調整課　林政推進係

℡�０６－６８８１－３４０６（直通）

地域振興券の使用期限 のお知らせ

地域振興券の使用期限が近づいていますのでご
注意ください。
使用期限　２月28日（日）
【問い合わせ先】地域振興課　℡�５２－０１１１
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大普賢岳にて、全校登山を行いました。良い天気に
恵まれて、全員元気に登頂できました。

図書館の新さんに来ていただき、図書の分類などについて教えていただ
きました。先生たちの、朗読劇による楽しい作品紹介もありました。

今年のマラソンはコースを変更して、おおたき龍神湖の対岸を走りました。白屋橋をスタート
して、男子は北塩谷橋までの往復約 4.2㎞、女子は猟友会前までの往復約３㎞で行いました。

東吉野道院の井戸家正旺先生に来ていただき、少林寺拳法の基礎基本を
教えていただき、貴重な体験ができました。

全校登山（11月５日）

読書講話（12月１日）

少林寺拳法体験（12月３日）

校内マラソン大会（12月11日）

川上中学校　11～12月の様子今、学校で今、学校で
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教
育
か
わ
か
み

第
96
回
教
育
長
通
信

〈
小
学
校
〉

〈
中
学
校
〉

15
㈮
見
守
隊
立
哨
指
導
校
内
百
人
一
首
大
会

フ
ッ
化
物
洗
口

Ｓ
Ｃ
来
校

18
㈪

生
活
点
検

19
㈫

1
年
食
育
実
習

21
㈭

Ｓ
Ｓ
Ｗ
来
校

22
㈮
校
内
百
人
一
首
大
会

英
語
検
定

1
日
体
験
入
学

フ
ッ
化
物
洗
口

27
㈬
校
内
授
業
研
究
会

総
括
会
議

28
㈭

漢
字
検
定

29
㈮
フ
ッ
化
物
洗
口

給
食
施
設
検
査

４
㈭

避
難
訓
練

６
㈯

県
内
私
学
入
試

７
㈰

県
内
私
学
入
試

10
㈬

体
重
測
定

県
外
私
学
入
試

11
㈭

祝
日　

建
国
記
念
日

県
外
私
学
入
試

12
㈮
フ
ッ
化
物
洗
口
公
立
特
色
選
抜
出
願

数
学
検
定

13
㈯

学
校
評
価
報
告
会

15
㈪
見
守
隊
立
哨
指
導

振
替
休
日

丑
年　

新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
穏
や
か
で
清
々
し
い
元
旦
を
迎
え
ま

し
た
。
暮
れ
か
ら
新
年
に
か
け
て
の
白

雪
に
荘
厳
さ
れ
た
風
景
か
ら
、
今
年
は

良
い
１
年
に
な
り
そ
う
な
感
を
強
く
し

ま
し
た
。

　

今
年
の
干
支
は
辛かの
と
う
し丑
で
す
。
辛

は
「
新
」
に
通
じ
、
万
物
が
清
新
に

戻
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
丑
は

「
紐
ち
ゅ
う
」（
ひ
も
）
で
異
な
る
も
の
を
つ

な
ぎ
調
和
さ
せ
る
意
味
が
あ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
振
り
回
さ
れ

た
旧
年
で
し
た
が
、
丑
年
に
あ
や
か

り
、
感
染
症
が
収
束
し
て
元
の
平
穏
な

年
に
戻
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
私
た
ち
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
教
訓
と
し
て
、
平
穏
な
日
々
が

送
れ
る
こ
と
の
有
り
難
さ
に
気
付
く
と

と
も
に
、
手
洗
い
や
う
が
い
、
手
指
の

消
毒
な
ど
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
励
行

の
大
切
さ
を
認
識
し
ま
し
た
。
新
年
を

迎
え
心
を
新
た
に
、
調
和
の
精
神
を
大

切
に
１
年
を
送
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

☆�

義
務
教
育
学
校
開
校
に
向
け
て

《
出
発
の
年
》

　
本
年
、
川
上
小
学
校
が
川
上
中
学
校

校
舎
に
移
転
し
、
９
月
よ
り
現
川
上
中

学
校
校
舎
が
義
務
教
育
学
校
建
設
に
向

け
た
仮
校
舎
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
予
期
せ
ぬ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
流
行
に
よ
り
、
予
定
し
て
い
た

計
画
に
少
々
遅
れ
が
生
じ
ま
し
た
が
、

今
春
よ
り
順
次
中
学
校
校
舎
の
改
修
工

事
を
開
始
し
、
仮
校
舎
と
し
て
の
出
発

が
出
来
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

《
学
校
の
取
り
組
み
》

　
す
で
に
小
中
の
教
職
員
も
新
た
な
学

校
生
活
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
昨

年
12
月
23
日
の
終
業
式
後
、
第
３
回
全

体
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
全
体
会
と
は
、
義
務
教
育
学
校
開
校

に
向
け
て
設
定
し
て
い
る
学
校
の
３
部

会
が
検
討
を
積
み
重
ね
て
き
た
内
容
に

つ
い
て
報
告
し
、
教
職
員
全
体
の
共
通

理
解
を
図
る
た
め
の
会
で
す
。
３
部
会

と
は
、「
学
校
運
営
部
会
」「
学
校
行
事

部
会
」「
特
別
活
動
・
生
徒
指
導
部
会
」

（
以
後
、「
特
活
・
生
指
部
会
」
と
表
記

す
る
）
で
す
。
内
容
決
定
は
、
最
終
的

に
教
育
委
員
会
と
協
議
し
て
行
い
ま

す
。

◇
令
和
3
年
成
人
式

　

１
月
３
日
（
日
）、
ホ
テ
ル
杉
の
湯

で
式
典
と
懇
親
会
を
挙
行
し
ま
し
た
。

（
詳
細
は
６
ペ
ー
ジ
参
照
）

　
式
典
で
栗
山
村
長
は
、
芥
川
賞
作
家

玄げ
ん
ゆ
う侑
宗そ

う
き
ゅ
う久
氏
の
『
な
り
ゆ
き
を
生
き

る
』
か
ら
引
用
し
、「
非
常
時
ほ
ど
柔

軟
に
生
き
る
力
を
発
揮
す
る
こ
と
の
大

切
さ
」
を
餞

は
な
む
け

と
さ
れ
、
来
賓
の
東
谷

議
長
は
、「
人
と
の
出
会
い
と
つ
な
が

り
こ
そ
が
財
産
で
あ
る
」
こ
と
、「
川

上
村
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
常
に
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
ほ
し
い
こ
と
」
を
語
ら

れ
ま
し
た
。

　
新
成
人
は
、
中
学
校
卒
業
後
５
年
目

を
迎
え
て
実
に
凛
々
し
く
成
長
し
て
お

り
、
近
況
報
告
や
将
来
の
希
望
を
聞
い

て
逞た
く
ま
し
さ
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
期

待
に
胸
が
膨
ら
み
ま
し
た
。

◇
1
月
・
２
月
の
学
校
の
動
き

恩師の先生たちとの記念撮影

全体会の様子
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吉
野
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
賞

「
未
来
の
自
分
の
為
に
」

　

１
年　

中
居　

穂
希
さ
ん

川
上
村
長
賞

「
税
金
に
つ
い
て
」

　

２
年　

福
本　

柑
寧
く
ん

　
全
国
納
税
貯
蓄
連
合
会
お
よ

び
国
税
庁
が
、
税
に
つ
い
て
の

知
識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
、
毎
年
全
国
の
中
学
生
を
対

象
に
募
集
し
て
い
る
「
税
に
つ

い
て
の
作
文
」
に
お
い
て
、
川

上
中
学
校
か
ら
１
年
生
の
中
居

穂
希
さ
ん
が
奈
良
県
知
事
賞

を
、
２
年
生
の
福
本
柑
寧
く
ん

が
川
上
村
長
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
川
上
中
学
校
に
対
し

て
、
毎
年
「
税
に
つ
い
て
の
作

文
」
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い

る
こ
と
へ
の
感
謝
状
が
、
全
国

納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
よ
り
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　
私
は
、
あ
ま
り
税
に
つ
い
て
深
く
考
え
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
生
活
し
て
い
る

中
で
税
と
の
関
わ
り
が
少
な
い
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。自
分
達
に
と
っ
て
身
近
な
税
と
い
え
ば
、

消
費
税
で
す
。
消
費
税
に
関
し
て
は
、
あ
た
り

前
に
あ
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
て
、
た
だ
払
わ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
ら
と
い
う
気
持
ち
だ
け

で
、
あ
ま
り
深
い
意
味
は
な
い
ま
ま
払
っ
て
い

ま
し
た
。
消
費
税
が
ど
ん
な
こ
と
に
使
わ
れ
て

い
る
か
を
知
る
た
め
に
、
税
に
つ
い
て
の
本
を

読
ん
で
み
ま
し
た
。

　
税
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
や
公
共
施
設
の
建
築

や
修
理
に
使
わ
れ
て
い
た
り
、
私
達
の
教
育
費

も
税
金
で
補
助
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
税
は
自

分
達
が
生
活
し
て
い
く
中
で
必
要
不
可
欠
な
も

の
で
す
。
な
の
で
、
今
ま
で
の
私
の
よ
う
に
、

税
に
あ
ま
り
関
心
が
な
く
、
払
う
意
味
も
分

か
ら
な
い
よ
う
な
人
が
増
え
、
最
終
的
に
は
税

金
を
納
め
な
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る
世
の
中
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
こ
れ
は
税
金
が
な
く
な

る
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
今
ま
で
税
金
が
負
担

し
て
い
た
分
は
、
私
達
に
か
え
っ
て
き
ま
す
。

例
え
ば
、
私
達
が
学
校
に
通
う
だ
け
で
も
た
く

さ
ん
の
費
用
が
か
か
っ
た
り
、
事
件
が
お
き
て

警
察
官
を
呼
び
た
い
の
に
、
税
金
が
な
い
の
で

警
察
の
人
の
お
給
料
が
な
く
な
り
ま
す
。
な
の

で
、
そ
の
分
自
分
達
が
負
担
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

　
ぼ
く
は
最
初
税
金
は
な
ぜ
あ
る
の
か
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
租
税
教
室
な
ど
で
税

金
に
つ
い
て
知
る
と
、
税
金
は
、
と
て
も
人
々

の
役
に
立
っ
て
い
る
と
わ
か
り
ま
し
た
。

　
税
金
に
は
、
消
費
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　
税
金
は
人
々
に
と
っ
て
負
担
で
す
が
、
そ
の

税
金
で
、
人
々
が
助
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
税
金
に
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
身
近
な
も
の
で
は
、
ぼ
く
た
ち
が

使
っ
て
い
る
教
科
書
の
裏
面
に
、
こ
の
教
科
書

は
税
金
に
よ
っ
て
無
料
で
支
給
さ
れ
て
い
ま
す

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ふ
だ
ん
は
気
に
し
な
い

で
、
目
に
入
っ
た
ら
読
ん
で
い
る
だ
け
で
、
あ

ま
り
意
味
は
考
え
ま
せ
ん
が
、
今
考
え
て
み
る

と
、
教
科
書
は
無
料
で
も
ら
え
て
、
自
分
た
ち

の
負
担
に
な
ら
な
い
の
で
、
と
て
も
あ
り
が
た

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
他
に
も
、
税
金
は
年
金
や
道
路
や
下
水
道
な

ど
の
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
整
備
費
な
ど
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
の
日
本
の
消
費
税
は
十
パ
ー
セ
ン
ト
で
、

去
年
の
十
月
に
八
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
あ
が
り
ま

し
た
。

　
十
パ
ー
セ
ン
ト
と
聞
く
と
高
い
よ
う
に
思
え

ま
す
が
、
世
界
の
国
を
見
て
み
る
と
、
一
位
の

ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
二
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
日
本

の
二
倍
以
上
で
す
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
消
費

税
が
高
い
国
は
、
医
療
費
な
ど
が
無
料
と
い
っ

た
制
度
が
あ
り
ま
す
。
老
後
の
生
活
も
心
配
せ

ず
に
暮
ら
せ
ま
す
。

　

世
界
に
は
消
費
税
が
な
い
国
も
あ
り
ま
す
。

消
費
税
が
な
い
国
は
、
中
東
の
ク
ウ
ェ
ー
ト
や

オ
マ
ー
ン
な
ど
で
す
。
中
東
で
は
石
油
が
多
く

埋
蔵
さ
れ
て
お
り
、
国
が
潤
っ
て
い
る
の
で
、

税
金
を
多
く
集
め
な
く
て
も
、
お
金
に
は
困
ら

な
い
か
ら
で
す
。

　
中
東
の
大
国
で
あ
る
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
ア

ラ
ブ
首
長
国
連
邦
は
消
費
税
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
最
近
消
費
税
に
似
た
付
加
価
値
税
と
い
う

も
の
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。付
加
価
値
税
と
は
、

物
や
サ
ー
ビ
ス
の
購
買
時
に
課
せ
ら
れ
る
間
接

税
の
こ
と
で
す
。

　
中
東
の
大
国
で
あ
っ
て
も
、
消
費
税
が
な
い

の
は
少
し
、
苦
し
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
、
税
は
人
々
に
と
っ
て
役
に
立

ち
、
国
を
支
え
て
い
る
の
で
、
大
切
な
も
の
だ

と
思
い
ま
し
た
。
ぼ
く
た
ち
も
、
税
を
払
う
と

き
が
く
る
の
で
そ
の
と
き
は
、
い
や
だ
な
あ
と

思
わ
ず
に
、
人
々
の
役
に
立
っ
て
い
る
と
思
っ

て
払
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

福本柑寧くん（左）・中居穂希さん（中央）・山口校長先生（右）

に
よ
っ
て
た
く
さ
ん
の
問
題
も
出
て
く
る
と
思

い
ま
す
。
私
は
、
そ
ん
な
世
の
中
に
な
っ
て
ほ

し
く
な
い
で
す
。
税
金
の
大
切
さ
が
よ
く
分
か

り
ま
す
。

　
自
分
達
が
今
、未
来
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
、

そ
れ
は
消
費
税
を
払
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

私
達
に
一
番
身
近
な
税
は
消
費
税
な
の
で
、
実

行
し
や
す
い
で
す
。
し
か
も
、
自
分
達
が
住
ん

で
い
る
都
道
府
県
で
買
い
物
を
し
て
消
費
税
を

払
う
と
、現
在
税
金
は
十
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
が
、

そ
の
う
ち
二・
二
パ
ー
セ
ン
ト
は
地
方
消
費
税

と
い
っ
て
都
道
府
県
の
収
入
に
な
り
ま
す
。
さ

ら
に
そ
の
二
分
の
一
は
、
県
内
の
市
町
村
に
交

付
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
自
分
達
の
未
来
を
自

分
達
が
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で

す
。

　
税
金
は
、
私
達
が
生
活
す
る
た
め
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
な
の
で
私

達
は
今
、
未
来
の
自
分
達
の
生
活
の
為
に
た
く

さ
ん
の
税
金
を
払
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
を

め
ん
ど
う
だ
と
思
わ
ず
、
む
し
ろ
プ
ラ
ス
に
自

分
達
の
為
に
し
て
い
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
、
大

人
に
な
っ
て
も
ず
っ
と
生
活
し
て
い
き
た
い
と

私
は
思
い
ま
す
。

令和２年度令和２年度　「税についての作文」「税についての作文」令和２年度　「税についての作文」
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進化するスマート申告進化するスマート申告
～５つのステップで自宅から手続き完結！～

進化するスマート申告

償却資産の申告 及び 軽減制度�の�お�知�ら�せ

償却資産
とは

　個人または法人で工場や商店を経営している方が、その事業で
使用する構築物や機械、装置、器具、工具、備品など（土地や家
屋を除く）のことです。
　令和３年１月１日現在で償却資産を所有している方は、

２月１日（月）までに申告してください。
※償却資産の増加・減少がない方も申告が必要です

中小事業者に対する固定資産税の軽減制度中小事業者に対する固定資産税の軽減制度�について中小事業者に対する固定資産税の軽減制度�について

新型コロナウイルスの影響で、事業収入が一
定程度減少した中小事業者等の令和３年度の
固定資産税が軽減されます。

対象者
令和２年２月から10月までの連続する任意
の３カ月間の事業収入が、前年の同期間と比
較して３割以上減少している中小事業者
※中小事業者とは
　・資本金または出資金が１億円以下の法人
　・�従業員が1,000人以下の、資本または出

資を有しない法人や個人

対象となる資産
事業用家屋及び償却資産に対する固定資産税

減免率
・３割以上５割未満の減少　→　２分の１
・５割以上の減少　　　　　→　全額

申請期限
２月１日（月）まで

申請書類
・申告書
・�認定経営革新等支援機関（国の認定を受け
ている税理士や金融機関、商工会など）へ
提出した書類一式

【問い合わせ先】
総務税務課　℡�５２－０１１１

※昨年申告された村内事業者の皆さんには、12月に案内を送付しています

吉野税務署 から 確定申告�の�お�知�ら�せ
●令和2年分所得税及び復興特別所得税の申告期間は、２月16日（火）～３月15日(月)です
●新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防止するため、「入場整理券」を配布する予定です
　※当日会場にて配布しますが、状況により早めに配付を終了する場合があります
●確定申告会場では、長時間お待ちいただくことがあります。
●「検温」「マスクの着用」「手指の消毒」等の感染予防対策にご協力ください。

PC・スマホで

＼　確定申告　／

「マイナンバーカード」
「ID・パスワード方式の
届出完了通知」があれば
PC・スマホで申告ができ
ます。
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役  場  会  計  年  度  任  用  職  員  募  集�の�お�知�ら�せ

募集期間　１月29日（金）まで
応募資格　18歳以上の方
応募方法　�役場・教育委員会・診療所に備え付

けの「会計年度任用職員用履歴書」
に必要事項を記入のうえ、総務税務
課へ持参または郵送

　　　　　※ホームページよりダウンロード可

採用期間　令和３年４月１日
　　　　　～令和４年３月31日　※更新あり
選考方法　書類選考後、面接
採用通知　２月26日（金）までに通知
備　　考　勤務実績により昇給あり
【申し込み・問い合わせ先】

総務税務課　℡�５２－０１１１

自　衛　隊　か�ら�の�お�知�ら�せ

年始種目別説明会 in 五條年始種目別説明会 in 五條年始種目別説明会 in 五條年始種目別説明会 in 五條
誰もが悩む進路だからこそ、

今決断してみませんか？
防衛省・自衛隊の概要や受験案内などについて
説明いたします。

と　き　１月28日（木）
じかん　第１部：午前10時~12時
　　　　第２部：午後１時~３時
種　目　自衛官候補生・予備自衛官補
内　容　�・種目の違いや特性について
　　　　・採用試験について
　　　　・入隊後の待遇について　などなど
※少人数制のため、電話にて事前予約をお願い
します
※どんな内容でも結構ですので、まずはお問い
合わせください

【申し込み・問い合わせ先】
　自衛隊五條地域事務所

℡ ０７４７－２２－３７８９

郷
里
を
愛
す
る

国
家
を
守
る

公
務
員

※
①　

大
型
二
種
免
許
保
有
者

※
②　

大
型
一
種
免
許
保
有
者

職　種 募集人数 業務内容 勤務時間等 給料

役場事務員 若干名 一般事務 ・週５日（土、日、祝㊡）
8:30~17:15

　月給
146,100 円

役場宿直員 １名 役場庁舎の宿直
・週 5日（水、土㊡）

　【平日】17:00~8:30
　【休日】8:30~翌 8:30

　日給
【平日】���7,000 円
【休日】14,000 円

臨時スクールバス
運転手（登録制） 若干名 スクールバス

の運転

・月２～ 5日程度
（教育委員会が指定する日）
6:00~9:00・14:15~19:00
　　※㈬のみ 12:45~17:30

　時給
1,103 円�※①
1,003 円�※②

臨時給食調理員
（登録制） 若干名 学校給食調理

など
・月２～ 5日程度

（教育委員会が指定する日）
7:30~16:15

　時給
859 円
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村営住宅入居者募集 のお知らせ

◆宮の平村営住宅（１戸　１階部分平屋）

所在地 川上村迫 1378 番地
住宅名 宮の平村営住宅

建築年度 平成 13 年度
構造 鉄骨造　３LDK・79.68㎡

申込期間　１月15日（金）～22日（金）
※土日は除く

　　　　　午前８時30分～午後５時15分
入居時期　２月５日（金）～３月４日（木）
家　　賃　収入に応じて決定
　　　　　※家賃の３カ月分を敷金として納入
申込方法　�入居申し込みに必要な書類に所要事項

を記入し、本�人または申し込
　　　　　み事情を詳しく説明できる方が原
　　　　　則持参して申し込んでください。
　　　　　※詳しくはホームページをご覧下さい
【申し込み・問い合わせ先】　

林業建設課　℡�５２－０１１１

【整形外科診察日】
と　　き　１月20日（水）
受付時間　午前８時30分～11時30分
【巡回診療日】
と　　き　１月26日（火）
受付時間　午後２時～３時30分
と こ ろ　ふれあいセンター（北和田）
※受診される方は保険証をご持参ください。
【問い合わせ先】　川上診療所　℡ ５２－０３４４

診療所 からのお知らせ

朝拝式の一般見学 について

森
井
美
知
代
選

特
選　

陽
だ
ま
り
に
そ
ろ
り
と
動
く
冬
の
蠅　
　
　
　
　
　

竹
田
サ
ダ
子（
大　

滝
）

　
評�　
蠅
は
夏
の
季
語
で
あ
る
が
、
最
近
は
冬
で
も
暖
房
が
効
い
て
い
る
の
で
、
蠅

を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
る
。
暖
か
な
日
差
し
の
な
か
動
く
蠅
に
作
者
の
眼
が
釘

付
け
に
さ
れ
て
い
る
あ
り
さ
ま
を
上
手
く
ま
と
め
た
。

特
選　

粧
へ
る
山
幾
度
も
振
り
返
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

望
月　

彰
美（　
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評�　
秋
に
な
る
と
山
の
木
々
も
紅
葉
す
る
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山
粧
ふ
』
と
い
う
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晴
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し
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季
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が
あ
る
。
見
慣
れ
た
故
郷
の
山
を
、
何
度
も
ふ
り
返
っ
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季
節
の
移
り
変
わ
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に
堪
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し
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い
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が
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に
浮
か
ぶ
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特
選　

黙
然
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天
つ
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欅
散
り
そ
む
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住
川　

準
典（
武　

木
）

　
評�　
欅
の
大
木
は
、
集
落
の
目
印
に
な
る
こ
と
が
多
い
。
神
社
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寺
の
庭
に
あ
り
、

静
か
に
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
村
人
に
告
げ
る
役
目
も
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

佳
作　
　
改
修
の
根
本
中
堂
紅
葉
散
る　
　
　
　
　
　
　
　
松
本　
全
代（
大　
滝
）

　
　
　
　
山
男
器
用
に
む
く
よ
吊
し
柿　
　
　
　
　
　
　
　
上
田　
一
郎（
伯
母
谷
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残
さ
れ
し
余
白
が
大
事
年
の
暮　
　
　
　
　
　
　
阪
本　
蓉
子（
東　
川
）

入
選　
　
日
受
け
良
き
家
も
空
き
家
や
八
重
椿　
　
　
　
　
辻
井　
清
子（
大　
滝
）

　
　
　
　
神
の
旅
娘
も
三
十
路
少
し
過
ぎ　
　
　
　
　
　
　
前
田　
景
子（
大　
滝
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木
守
柿
見
上
ぐ
る
空
に
夕
の
月　
　
　
　
　
　
　
新
子
谷
生
子（
北
和
田
）

　
　
　
　
小
春
日
や
庭
に
て
孫
と
昼
食
す　
　
　
　
　
　
　
枡　
恭　
子（
東　
川
）

　２月５日に実施する「第564回�朝拝式」について、
新型コロナウイルス感染症対策のため、一般の見学を
中止いたします。
　見学を予定いただいていた皆さんには大変申し訳ご
ざいませんが、皆さんの安全を第一に考えてのことで
すので、ご理解いただきますようお願いします。
【問い合わせ先】　教育委員会　℡�５２－０１４４

（川上村人権・同和問題啓発活動推進本部）
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HAPPY BIRTHDAY

12月31日現在

人口総数 1,321人 （－6人）

　 男 631人 （－3人）

　 女 690人 （－3人）

世 帯 数 774世帯 （－4世帯）

12月中の異動

転　入　2人　　転　出　6人

出　生　0人　　死　亡　2人

川
上
宣
言
は
全
部
で
５
つ
の
項
目
に
な
り
ま
す
。

毎
号
１
項
目
ず
つ
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

（

）

令和３年
　成 人 式

４

 こばやし　 さ　や

小林 咲陽ちゃん（白　屋）
〈平成29年１月10日〉

１

   や ま だ　しょうた

山田 将大くん（白川渡）
〈令和２年１月５日〉

３

 い け だ　 さ　ら

池田 早来ちゃん（東　川）
〈平成30年１月24日〉

１

   ど う ど　  ゆ　に

堂土 結人くん（東　川）
〈令和２年１月16日〉
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亡
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称
し
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記
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よ
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藤
井

　弘
一

　様

　（
奈
良
県
）
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井
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良
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藤
井

　由
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　（
奈
良
県
）

伊
藤

　恭
子
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　（
神
奈
川
県
）

横
浜

　洋
子

　様

　（
東
京
都
）

梅
澤

　章
夫
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　（
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県
）

か
わ
か
み
応
援
寄
附
金

か
わ
か
み
応
援
寄
附
金

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
ご
寄
付

　式典にて「誓いの言葉」を読み上げる新
成人代表の上村和之さん（写真右手前）。
　コロナ禍の逆境にも負けず、力強く生きて
いくという決意が感じられました。

優しくてしっかり者の
さやちゃん。

たまには肩の力を
抜いて気楽にね!

いつもたくさん
笑ってくれてありがとう!

これからもその笑顔で
たくさんの人を幸せにしてね

3歳の誕生日おめでとう☆
これからもいっぱい

一緒に遊ぼうね!

あれ、モ～ウ新年!?
水神 山神 川上!

今年もよろしくぅ!
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